
えひめ救急電話相談＃７１１９の概要

短縮ダイヤル｢＃７１１９｣を使った救急電話相談の窓口設置は､県下２０市町
との県・市町連携推進事業として準備を進めてきたもので､令和５年７月１日(土)
午前０時から運用(県と２０市町で共同運用)を開始します。この事業は､傷病者等
からの相談電話を受けた医療従事者（医師・看護師）が症状を聴き取った上で、
その緊急度を医学的観点から判断し、必要な対応等を助言するもので、主に、次
の３点を目的としています。
①傷病者等の不安を取り除き、救急車の適正利用・医療機関
受診の適正化を図る。

②潜在的な重症者を検出し、早期に必要な医療に繋げる。
③全世代を対象とした医療電話相談体制を確保する。
（夜間等閉院時間帯の県⺠の不安解消）
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・救急車を呼んだ方がいい？
・病院を受診した方がいい？
・近くの救急病院を知りたい。

①救急車の適正利用の促進

②医療機関受診の適正化
③住⺠への安⼼安全の提供
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「＃7119」のフロー

○プッシュ回線・携帯電話からは「＃７１１９」へ
○ダイヤル回線・ＩＰ電話からは「０８９−９０９−９９３５」へ

○全域実施は１４都府県（宮城県・福島県・茨城県・埼玉県・東京都・新潟県
・京都府・大阪府・奈良県・鳥取県・山口県・徳島県・高知県・福岡県）

○本県は、全国１５番目の全域実施県となる。

３６５日
２４時間対応

令和５年６月12日

愛媛県消防防災安全課
（連絡先 089-912-2316）


